
  

第 1回   講義概要説明（講義の進め方と評価方法について）                                                                              

第 2回   波動・振動の表し方と波の性質            

はじめに、一次元の進行波から波動方程式を導出し、波の表し方について理解す

る。さらに、進行波と定在波について復習し、透過率、反射率について考える。 

 

 

第 3回   波のフーリエ解析   

フーリエ変換の基本概念について理解し、農産物などの評価に用いられている応

用事例について学ぶ。   

 

 



  

第 4回   単振動の基礎と応用 

単振動と単振り子の基礎を復習し、それらのエネルギーについても理解する。こ

れらの理解のもと、２原子分子の振動、減衰振動について学ぶ。                                                             

第 5回   強制振動と共振 

運動方程式を元に強制振動について復習し、共振について学ぶ。さらに、打音を

用いた農産物の品質評価法の原理についても学ぶ。                 

 

 

第 6回   連成振動と分子振動    

 二酸化炭素や水分子の振動理解を目指し、連成バネについて学ぶ。 

 

 

 

                                                                         



  

第 7回   光学と色彩学  

電磁波の特徴を理解し、光の表し方や電磁波の種類と特徴、エネルギーについて

理解する。さらに、色の表し方やそれによる農産物等の画像評価の仕方、その装

置構成について学ぶ。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

第 8回   誘電特性とインピーダンス計測      

特に生物の誘電特性およびその計測方法について学び、そこから得られる信号の解析

方法およびその情報理解について学ぶ。                

 

 

第 9回   赤外分光法の原理と実際（１） 

分子振動と光のエネルギーについて学ぶとともに、それらを測定するための装置構に

ついても理解する。  

 

 

 

 

 

 

 

                                                                             



  

第 10回  赤外分光法の原理と実際（２） 

 赤外分光法で得られる情報と品質評価の関わりについて、様々な事例を元に学ぶ。   

 

                                                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



  

第 11回  近赤外分光法の原理と実際           

実際の実例を元に近赤外分光法と赤外分光法の関係を理解すると共に、それぞれ

の特徴及び計測装置構成の違いを理解する。                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

第 12回  テラヘルツ波とマイクロ波利用（１） 

 長波長側の電磁波利用とその応用事例および研究事例について学ぶ。               

 

                                                                 

 

 

第 13回  テラヘルツ波とマイクロ波利用（２）         

 研究事例を元に、測定方法の理解や光波帯との違いについて学ぶ。                                                                  

第 14回  水晶振動子を用いたバイオセンサ        

 動作原理とその特徴を理解する。さらに、この情報から得られる結合定数の導出

プロセスについて学ぶ。                                                                          

第 15回  表面プラズモン共鳴を用いたバイオセンサ 

 動作原理とその特徴を理解し、先端計測事例について学ぶ。                   

第 16回  試験                                                                                                                      


